
(別紙様式１０)
２０２１年度　北極域研究共同推進拠点　共同研究等報告書(第2次募集)
【申請区分】：
□萌芽的異分野連携共同研究

□共同推進研究
□産学官連携フィージビリティ・スタディ
□共同研究集会　


□産学官連携課題設定集会
【研究課題名】：
                                     
【研究期間】：2021年度
【共同研究員】
	共同研究員
	氏名
	所属・職名
	専門分野
	区分
 (注1) 

	研究代表者
（拠点内外）
(注2)
	
	
	
	

	研究分担者（拠点外）
(注2)
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	研究分担者（拠点内）
(注2)
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	研究協力者
(注2)
(注3)
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(注1) 区分： Ａ;40歳未満 B;35歳以下　C;大学院生　D;女性 の中から該当するものは全て選択して下さい。
若手・女性研究者の活躍促進の観点から報告を求められているものです。

(注2) 拠点内外については、募集要項別添の北極域研究共同推進拠点を形成する３研究施設の研究者リストをご覧ください。
(注3) 計画申請書に含まれていなかった方でも結果的に本共同研究に参画された方（招へい者等）が居られれば、研究協力者として記述して下さい。
【研究の内容】
(1) 概要を400字以内（文字のみ）で記載してください。

(2) 図表や写真も交えて、研究の内容や成果等を2000字(萌芽的異分野連携共同研究・共同推進研究)、1000字程度(共同研究集会)でまとめてください。
(3) 本共同研究に関する活動・実績等を下表に記入してください。
①研究打合せ、学会参加・集会(注4)、調査等
(注4)  研究代表者、共同研究分担者、研究協力者、招へい者によるもの

	日程(月日)
	日数
(日)
	活動内容
	場所
	研究代表者、共同研究分担者、研究協力者、招へい者の参加者名・部署
	参加者数
(人)

	記入例
2020.11.25
	2
	研究打合せ
	東京
	北大太郎、北方次郎、北野三郎
	3

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


②研究論文
研究代表者並びに、研究分担者あるいは研究協力者が著者の関連論文がありましたら可能な限り記載ください。

論文が複数ある場合は、そのフォーマットとして論文1の分をコピーして記載してください。
論文1

	項目
	記入要項
	回答

	(1)著者名(共著者名含む)、発行年、論文タイトル、掲載誌名、巻・号、ページ数、DOI、出版年月日
	<記入例>
Hokudai, T., and Kitakata, J.　(2020): Clarification of meteorological variability in the Arctic and migration of salmon, Current Biology,30,4-8, 10.1021/jo0349227

	(2)著者について
(※) 本表下にある研究者リスト掲載者
	該当する場合は「1」を記入してください。　　　　　　　　　　　　　　　　<記入例>

	
	①拠点に所属する者(※)のみの論文
	

	
	②-1拠点に所属する者(※)と拠点以外の機関に所属する者（国内の研究機関のみ）の論文
	1

	
	②-2上記②-1で「1」とした論文について、拠点に所属する者(※)が特に重要な役割・高い貢献（ファーストオーサー、コレスポンディングオーサー、ラストオーサー等）を果たしている論文
	1

	
	③　拠点以外の機関に所属する者（国内の研究機関のみ）のみの論文
	

	
	④-1国内の研究機関（拠点を含む）に所属する者と国外の研究機関に所属する者の論文
	

	
	④-2上記④-1で「1」とした論文について、拠点に所属する者(※)が特に重要な役割・高い貢献（ファーストオーサー、コレスポンディングオーサー、ラストオーサー等）を果たしている論文
	

	
	⑤国外の研究機関に所属する者のみの論文
	

	(3)査読の有無
	1:有り　2:無し
	1

	(4)インパクトファクター(IF)
	ない場合は「0」を記入してください
	9.9

	(5)プレスリリース
	1:有り　2:無し
	2

	(6)共著者
	共著者に国立極地研究所と海洋研究開発機構の研究者が含まれていますか。
1：両方 2：どちらか ３．無
	2

	(7)国内・国際雑誌の区分
	1：国内誌（和文） 2：国際誌（和文以外）
	2

	(8)分類
	表下にある(注5)から一つ番号を選択して下さい。
	⑥

	(9)謝辞
	北極域研究共同推進拠点の成果である旨のAcknowledgement（謝辞）が入っているか番号を選択して下さい。
1：はい 2：いいえ
	1


(注5) 分野：① 化学　② 材料科学　③ 物理学　④ 計算機＆数学　⑤　工学　

⑥　環境＆地球科学　⑦　臨床医学　⑧　基礎生命科学　⑨　人文社会系
(※)北極域研究共同推進拠点を形成する3研究施設の研究者リスト(最新版)
https://j-arcnet.arc.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/2020/12/20201215_J-ARC-Net-ResearchersList.pdf
③研究書等著書
	著書名・著者名
	出版年月
	出版社名

	
	
	

	
	
	


④特許等出願
	特許、実用新案、商標
	<記入例> 特許第○○○号（特願○○○-○○○）「発明名称○○○○○○○○」

	
	


⑤研究発表(資料添付も可)
	発表年月日
	発表者名（共著者を含む）
	発表タイトル
	発表学会等名称
	発表地
	招待講演
(〇)

	記入例
2019.8.28
	北大太郎(A大学a学部)、
北方次郎(B大学大学院b研究科)、
北野三郎(C研究開発機構cセンタ－)、
北島四郎(D社d部)
	北極域の気象変動とサケの回遊関係の解明
	第35回北方圏国際シンポジウム
	紋別
	〇

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


⑥国際シンポジウム等(資料添付も可)
	参加をした主な国際シンポジウム等

	開催時期（年月）
	国際シンポジウム等名称
	招待講演/議長の有無

	
	
	


⑦本共同研究に関し実施(主催、共催、後援等)したシンポジウム・集会(注6)等(資料添付も可)
(注6) 研究代表者、共同研究分担者、研究協力者、招へい者以外を含む参加募集によるもの
	開催日
	実施
地
（国、県、市など）
	形態
(注7)
	シンポジウム・集会等名称
	目的及び概要
	対象者
(注7)
	参加人数(海外(注8))

	<記入例>
2021.2.21


	東京
	
	北極問題研究会
	北極域の油流出に関する最近の事例と原因研究。2012～2017年の北極域における油流出事故に関する情報解析と可能な対応策について提案
	(主に)
研究者
	35(5)

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(注7)
形態:シンポジウム、セミナー、公開講座、ワークショップ、その他
対象：一般、地域、学生、研究者
(注8) 海外機関に所属するもの
⑧本拠点共同研究に係る成果が科学研究費などの外部資金の応募(予定を含む)やプロジェクトに発展した例があればご記入ください。
	・プロジェクト名
・代表者・関係者(所属)
・関係研究者
・予定の場合は、(予定)と記載してください
	・プロジェクトの主な財源
・金額
	プロジェクト期間
	・プロジェクト概要
(目的・期待効果、規模、参加国等)
・これまでの本共同研究との関連性
(300字程度)

	<記入例>
・北極海の急激な海氷減少によるアイスアルジーの影響
・代表者:北極太郎(国立極地研究所)、北森六郎(〇〇大学)
	科学研究費補助金
基礎研究(A)

〇〇万円
	令和元年～4年
	本拠点の共同研究集会(平成29年～令和元年)の枠組みで実施した北極海の海洋海氷研究で議論した海面海底に生息するアイスアルジーに着目し、・・・・・

	
	
	

	
	
	


⑨研究成果が一般社会産業界などに還元（応用）された事例や新しい研究分野の開拓や教育活動に反映された事例(資料添付も可）
	

	


⑩その他国際研究協力活動事例
	事業名
	概要
	受入人数
	派遣人数

	
	
	
	

	
	
	
	


⑪学会賞等受賞、アウトリーチ、取材、その他
	年月日
	所在・出典・新聞名等
	受賞者・関係者(所属)
	研究課題名・賞名・内容等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


記事コピ－等を添付してください。

⑫コロナ禍の影響と対策
本共同研究へのコロナ禍の影響と対策(改善・代替策、計画変更、工夫等)、助成金執行率(%)について記述してください。
	影響の事象
	対策の有無と内容
(計画変更・中止、改善・代替策、工夫等)

	
	

	
	

	
	


	助成金執行率　(%)
	


